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＋

2ＫＤＤＩ研究所との共同研究の成果（２０１２年１０月１日）

位相限定相関法に基づく歯科X線画像照合

災害・事故時には歯科情報を用いた身元確認が一般
的．大規模災害時には作業の迅速化が求められる．

歯のX線画像の自動照合によって，専門家による身
元確認作業を支援する情報システムを開発したい．

北米放射線学会
（RSNA）

プレスカンファレンス
報道

検視警察医
小菅栄子氏
と共同研究
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第8回警察歯科医会全国大会＠新潟 2009年11月14日
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『ＩＴを活用した身元確認に関する将来への提言』
～ 大規模災害・事故への対応 ～

○主管県からの提言「ＩＴを活用した身元確認支援へ向けて」
新潟県歯科医師会 会長 五十嵐 治
東北大学 教授 青木孝文

○「身元確認検索ソフトとデンタルチャートの応用」
千葉県歯科医師会 岡本栄彦

○「歯科情報（レセプト）による身元の絞込みに関する評価実験」
(株)ＢＳＮアイネット 顧問 山下裕行

○「口内法Ｘ線画像の自動照合による身元確認支援技術」
群馬県検視警察医 小菅栄子

○「都道府県の状況と日本歯科医師会の対応」
日本歯科医師会 常務理事 柳川忠廣

○海外動向紹介「ビクトリア法医学研究所の視察を終えて」
千葉大学 法医学教室 茂谷久子

○パネルディスカッション
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日本歯科医師会雑誌 ２０１０年６月
（新潟プロジェクト）

災害・事故・事件の分類
と身元確認

身元確認を支援する
情報システムの必要性
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身元確認支援システムの適用範囲
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情報提供機能
（該当者の歯科
情報を提供）

阪神・淡路大震災
（犠牲者数：6436名）

米国同時多発テロ
（犠牲者数：2998名）

身元検索の
母集団

犠牲者の数

開
放
的

閉
鎖
的

小規模
（数名～数十名）

中規模
（数百名～数千名）

大規模
（数万名～数百万名）

交通事故
住宅火災

四川大地震
（犠牲者数：約9万名以上）

中華航空機墜落事故
（犠牲者数：264名）

日航機墜落事故
（犠牲者数：520名）

ミャンマー サイクロン災害
（犠牲者数：約13万名以上）

通
常
の
事
件

の
身
元
検
索

JR福知山線脱線事故
（犠牲者数：107名）

Inter City Express 脱線事故
（犠牲者数：101名）

開放集団での
大規模検索

閉鎖集団での
小規模検索

個別的
業務支援システム

包括的
社会情報インフラ

年間約１０００体
の身元不明遺体

スマトラ島沖地震 ハイチ地震
（犠牲者数：22万名以上）

身
元
確
認
シ
ス
テ
ム

の
機
能

身元確認システム
の運用形態

東
日
本
大
震
災

情報提供機能
（該当者の歯科
情報を提供）

阪神・淡路大震災
（犠牲者数：6436名）

米国同時多発テロ
（犠牲者数：2998名）

身元検索の
母集団

犠牲者の数

開
放
的

閉
鎖
的

小規模
（数名～数十名）

中規模
（数百名～数千名）

大規模
（数万名～数百万名）

交通事故
住宅火災

四川大地震
（犠牲者数：約9万名以上）

中華航空機墜落事故
（犠牲者数：264名）

日航機墜落事故
（犠牲者数：520名）

ミャンマー サイクロン災害
（犠牲者数：約13万名以上）

通
常
の
事
件

の
身
元
検
索

JR福知山線脱線事故
（犠牲者数：107名）

Inter City Express 脱線事故
（犠牲者数：101名）

開放集団での
大規模検索

閉鎖集団での
小規模検索

身
元
確
認
シ
ス
テ
ム

の
機
能

身元確認システム
の運用形態

個別的
業務支援システム

包括的
社会情報インフラ

年間約１０００体
の身元不明遺体

平時の身元
不明遺体
（無縁仏）

平時の身元
不明遺体
（無縁仏）

閉鎖型災害・事故閉鎖型災害・事故

スマトラ島沖地震 ハイチ地震
（犠牲者数：22万名以上）
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身元確認支援システムの適用範囲

平時の
異同識別
の対象

平時の
異同識別
の対象

東
日
本
大
震
災

開放型
大規模災害・事故

開放型
大規模災害・事故

南海トラフ地震 ３２万名



東日本大震災の概況
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宮城県における警察歯科協力体制

歯科医師会 東北大学

宮城県警

江澤 宮歯身元確認班長ほか
現地警察歯科コーディネート全般
現地歯科医師派遣業務の統括

デンタルチャートを基本とした身
元確認方式の企画立案・運用

柳川 日歯常務理事ほか

日本歯科医師会による被災地
支援業務全般の統括

佐々木 歯学研究科長ほか
発災初期における歯科医師派遣

青木 情報科学研究科ほか
（群馬県検視警察医の小菅と共同）

身元確認ワークフローの構築
遺体記録採取パッケージの提供

各種ＩＴ機器の提供、ソフトウェア
開発ならびに情報処理業務全般

身元確認業務
全般の統括
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警察庁統計
2012年10月17日
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全国計

死者 行方不明者

判明 不明

東日本大震災死者数
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東日本大震災不明者数
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宮城県での身元確認状況
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判明率99.1%
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代表的な検案所状況

南三陸地区
（ベイサイドアリーナ56）

石巻地区
（石巻旧青果市場）

利府地区（グランディー21）

地震発生直後は、検案所が2カ所であったが、8日後には13カ所に増加。
9〜10カ所の検案所が1ヶ月間維持された。6月上旬より3カ所体制が継続
したが、現在は、所轄の警察署で歯科的資料採得を行っている。
現在、発見遺体は減少しているが、警察を中心として歯科カルテを収集し、
東北大学と連携してデータ整理を徹底することで判明率向上を図っている。

南三陸

石巻

利府

気仙沼

Google マップ
による紹介
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写真 写真

写真 写真

女川町民多目的運動場 2011.4.29

16



女川町民多目的運動場 2011.4.29
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ポータブルＸ線撮影のテスト
女川 2011.4.29
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写真

個人識別技術の基礎

東日本大震災から１年７ヶ月が経過し、
遺体の状況から、歯科情報とＤＮＡ情報
を相補的に活用した身元確認が重要に。

判明率の統計では、歯牙がＤＮＡを上回っ
ているが、どちらが欠けても信頼性が低下

する状況である（相補的役割）。
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身元確認に用いられる生体特徴

遺体損傷
に対する

耐性
精度 コスト 時間

生前データ

ベースの

受容性

顔 × △ ◎ ◎ △

指紋・掌紋 × ◎ ○ ○ ×

歯 ◎ ◎ ○ ○

DNA ◎ ◎ △ △ ×

20



主たる確認方法（宮城県）
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DNA型親子鑑定を併用
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宮城県における
身元確認ワークフロー

および資機材
震災当初は遺体のデンタルチャートを中心に
採取していたが、青木・小菅が４月末に現地
に入り、Ｘ線撮影装置等の機材パッケージを
導入するとともに、宮城県警（伊東ら）および
宮城県歯科医師会（江澤・柏崎）と共同で、
ＩＴを活用した身元確認作業の流れを確立
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宮城県における大震災身元確認ワークフロー
および身元確認支援システム 青木研究室構築2012.8.28版

ポータブル歯科X線撮影装置
（デキシコADX4000）

防水・防塵・耐衝撃
デジタルカメラ（リコーG700）

検案所での収集
（遺体情報）

歯科医院などから（行方不明者情報）

歯科記録

（デンタル
チャートほか）

口腔内写真

歯科X線画像

ご遺体

生前歯科X線画像
デジタルスキャン

宮城県警察本部

歯科記録
用紙

CPU: Core i7 3.46GHz 
6コア12並列

Memory: 24GB (DDR3)
SSD: 256GB SATA (OS用)
HDD: 2TB SATA (画像用)

生前カルテからデンタ
ルチャートへの変換
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身元確認支援
サーバー

生前－死後
対応候補リスト 歯科X線画像

照合システム
（MATLABプログラム）

※今後運用予定

Dental Finder
デンタルチャート
照合システム

生前→死後検索
死後→生前検索

生前・死後データベース

X線画像，口腔内写真，
その他の各種資料

警察による確定
（顔貌・着衣・所持品・指掌紋・DNA等を総合）

歯科医師の鑑定
（異同識別）

遺体情報収集機材のパッケージ化と運用へ
①デンタルチャート，②防水・防塵・耐衝撃カメラ， ③ポータブルＸ線

放射線
防護用具 24

4セット
運用



ＰＣを用いた情報処理作業
宮城県警鑑識課

各種ＰＣ，プリンタ、スキャナほか周辺機器の整備
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右： 東北大学 青山左： 宮歯身元確認班 江澤

検案所との連携（石巻）
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写真

宮城県における大震災身元確認ワークフロー
および身元確認支援システム 青木研究室構築2012.8.28版

ポータブル歯科X線撮影装置
（デキシコADX4000）

防水・防塵・耐衝撃
デジタルカメラ（リコーG700）

検案所での収集
（遺体情報）

歯科医院などから（行方不明者情報）

歯科記録

（デンタル
チャートほか）

口腔内写真

歯科X線画像

ご遺体

生前歯科X線画像
デジタルスキャン

宮城県警察本部

歯科記録
用紙

CPU: Core i7 3.46GHz 
6コア12並列

Memory: 24GB (DDR3)
SSD: 256GB SATA (OS用)
HDD: 2TB SATA (画像用)

生前カルテからデンタ
ルチャートへの変換
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身元確認支援
サーバー

生前－死後
対応候補リスト 歯科X線画像

照合システム
（MATLABプログラム）

※今後運用予定

Dental Finder
デンタルチャート
照合システム

生前→死後検索
死後→生前検索

生前・死後データベース

X線画像，口腔内写真，
その他の各種資料

警察による確定
（顔貌・着衣・所持品・指掌紋・DNA等を総合）

歯科医師の鑑定
（異同識別）

具体的な検索事例

28



写真
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遺体（ ）から収集した資料の例

写真
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遺体（ ）

から収集した資料

の例

写真

31

遺体（ ）

から収集した資料

の例

歯牙状態の５分類

32



写真
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歯の状態を５分類

– １：健全歯・残存歯

– ２：部分修復

– ３：全部修復

– ４：欠損

– ５：情報なし

遺体（ ）

から収集した資料

の例

写真

遺体（ ）が検索で該当した例
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写真

生前カルテ（１号用紙、２号用紙）
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写真

実際のカルテは多数の枚数からなる

①この情報から最新のデンタルチャートを推定
②５分類データに変換してコンピュータに入力

36



写真

生前資料の収集とデータ化
通称「カルテ起こし」
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写真

岩手・福島とのデータ連携
東北大学と宮城県警が担当

38
東北大学、宮城県警、岩手県警、福島県警、岩手県歯科医師会、岩手医科大学

写真

宮城県の行方不明者が相馬で発見
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デンタルチャート照合
ソフトウェアの開発と運用

当初は既存のＥｘｃｅｌマクロを利用予定であったが、
①大量のデータを扱うことが難しく、②複雑な条件の
照合ができない、③照合履歴を記録できないなどの問
題が顕在化。東北大学（青木研究室）が、専用の高
速照合ソフトウェアを新たに開発し、昨年から現在に

至るまで同研究室のスタッフが運用を担当。

注）大規模な災害ではエクセルに基づくシステム構成は困難
40



デンタルチャート照合ソフトウェアDental Finder
数千人規模の検索が可能（宮城県警で稼働中）
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最適化により得られた類似度スコア

1
健全歯

2
部分修復

3
全部修復

4
欠損

5
情報なし

1
健全歯

0.2680 -0.4531 -1.0000 -1.0000 0

2
部分修復

-0.9887 0.4531 -1.0000 -0.4611 0

3
全部修復

0.0268 -0.4488 0.5156 -0.9375 0

4
欠損

-1.0000 -1.0000 -1.0000 0.9375 0

5
情報なし

0 0 0 0 0

死後デンタルチャート

生
前

デ
ン

タ
ル

チ
ャ

ー
ト

生前に全部修復されている歯を，死後に健全歯と判定して
いる場合があると思われる 42

ＣＭＣ曲線（累積照合曲線）
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25.66%

5.11%

10.75%
51.65%

6.83%

健全

部分修復

全修復

欠損

情報なし

27.44%

4.79%

12.55%
42.48%

12.75%
健全

部分修復

全修復

欠損

情報なし

27.93%

5.28%

12.15%
50.88%

9.72%
健全

部分修復

全修復

欠損

情報なし

歯の状態に関する統計（宮城）
生前データ

死後データ

全体

• 歯の状態を解析すると，欠損
している歯の割合が多い．

• 歯牙の「有無」自体が，個人
識別のために重要な情報を
与える．

44



ア） 柔軟に割当可能な通信処理リソース制御技術の研究開発

イ） 柔軟なトラフィック処理が可能なネットワーク制御技術の研究開発

ウ） ネットワーク状況管理運用技術の研究開発

エ） 災害時の実情を踏まえた東北テストベッドでの実証

研究開発体制
• 全体アーキテクチャ・方式 ＮＴＴドコモ
• 各種動的制御・管理技術 日本電気、富士通
• 災害経験を踏まえた実証 東北大学、日立東日本ソリューションズ

総務省 平成23年度補正予算（第3号）による情報通信技術の研究開発

大規模災害時における移動通信ネットワーク
動的制御技術の研究開発

45

スマートデバイスとモバイル通信を活用した身元確認支援システム
（災害現場から迅速に身元確認情報を収集・クラウド上で分析）

3-3-3
スマートデバイスとモバイル通信を利用した

身元確認支援システム

46

東日本大震災によって
浮き彫りになった課題

47

大震災によって浮き彫りになった課題
1. 警察における歯科的な身元確認業務の高度化

・システム化および全国普及の徹底が必要

– 災害時ならびに平時の身元確認業務における歯
科的個人識別の活用とＩＴ化の推進（現行システム
の改善を含む）、警察と歯科医師会の役割分担の
明確化、標準的資機材の整備と訓練ほか

2. 歯科医院に存在する行方不明者の生前歯科
情報の入手方法が確立されていない

– 日本歯科医師会が主体となって方策を検討

– 災害時のみならず平時にも適用できる方法を検討

– どのような歯科情報を求めるか？データ形式の標
準化は可能か？将来のデータベース化は可能か？48



生前歯科情報のデータ形式の標準化

災害緊急時に、行方不明者の歯科情報を標準
的な方法で医院から迅速に入手できるようにする

– 震災ではカルテの収集・整理に膨大な労力を要している

– 歯科医師が、専用のマークシートや電子カルテの身元確認支援
機能を用いて標準のデータを提出できるようなしくみを整備する

平時の警察業務においても、届け出があった特
異行方不明者について、当人の歯科情報をかか
りつけ歯科医院から迅速に入手可能にする

将来の身元確認データベースの足掛かりとする

– 歯科医院の廃業や被災等による貴重な歯科情報の消失を防ぐ
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歯科情報提供機能を有する
レセコンによる登録の流れ

歯科情報登録担当者
（各県歯科医師会・歯科大学ほか）

登録には２種類のケースが存在

① 対象者の口腔内所見から、直
接、マークシートを記入する場合

② 行方不明者のカルテをもとに、所
見をマークシートに転記する場合

マークシートを読み取り、
標準デジタルデータへ変換

歯科情報データベース

①災害時に収集（事後方式）
②あらかじめ収集（事前方式）レセコンから「マークシートの印刷」

と「標準デジタルデータの出力」の
両方が可能（患者ごとに選択可）

生前歯科情報収集の流れ
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マークシートの代わり
にタブレット端末など
を介した登録も可能

必要に応じて
追記・修正

マークシート
印刷

標準デジタル
データ

記入済み
マークシート

標準デジタルデータ

標準デジタル
データ

記入済み
マークシート

歯科診療情報の標準化に関する実証事業（新規） 予算額 ２１百万円

歯科医療機関が電子カルテにおいて保有する身元確認に資する歯科診療情報の
標準化及びその活用の在り方に関する検討を行うとともに、その検討内容をモデル事
業を通じて実証する。

＜主な検討内容＞
・電子カルテにおける身元確認に資する歯科診療情報の標準化
・災害時の歯科診療情報の活用の在り方
・歯科診療録の在り方
・関係団体へのヒアリング など

平成２５年度

＜歯科診療情報の試験的運用の実施＞
・地域の歯科医療機関が電子カルテにおいて保有する身元確認に資する歯科診療情報
を標準化
・標準的な形式のデータを抽出するシステムの開発・導入
・保存したデータの活用に関する検証

データの機密性、一致率、使い勝手等を検証

モデル事業

このイメージは、現在表示できません。

結果に基づき
検討

歯科診療情報の標準化

標準化

検討会経費 ４３６万円

モデル事業経費
８３４万円×2箇所

厚労省概算要求
日歯柳川理事のご

尽力による 52



身元確認の高度化
に向けた新技術開拓

超高精度画像マッチング
の研究ご紹介

53

X線画像マッチング

ステレオ画像マッチング

画像マッチングとは？

左 右

対応点を
発見

類似度を
定量
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材料試験装置

運転者支援システム

監視カメラシステム

製本検査装置

印鑑照合

ロボットビジョン

車載用３次元ビジョン

モーションキャプチャ

チップマウンタ

指紋照合

３次元顔照合

ピクセル分解能の壁を越える画像マッチング技術
青字は実用化技術，赤字は研究開発項目

虹彩照合

ヒューマンインタフェース

ウエハアライナ

ＰＤＰ製造装置

バイオメトリクス
とセキュリティ

レーザースペックル計測

電子顕微鏡オートフォーカス

電子顕微鏡スケール推定

マルチメディアと
コンピュータビジョン 工業用画像認識

画像センシング

生体・医用画像センシング

リモートセンシング

電子顕微鏡ドリフト補正

部品・基板の位置決め
歯科Ｘ線画像
照合

カメラ校正
パラメータ推定

オブジェクトベース映像処理

静脈照合

液晶製造装置

２次元顔照合

手形照合

掌紋照合

マルチモーダル
バイオメトリクス

３次元カメラ

表情・ジェスチャー認識

レンジファインダ

コンピュテーショナルフォトグラフィ

波形解析と
信号処理

暗号モジュールの
サイドチャネル解析

広帯域ＬＳＩテスト

部品の欠陥検査

位相限定相関法の応用展開2011.4現在

画像符号化

超解像・画像復元

画像編集・合成

画像データベース検索

プロジェクタカメラシステム

ビデオモザイキング

55

通常のデジカメを用いた
２視点画像からの３次元復元
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文化財の３次元計測
ステレオカメラによる撮影（２０２回）から３次元再構成
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３次元復元・統合結果
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位相限定相関法の応用展開2011.4現在

材料試験装置

運転者支援システム

監視カメラシステム

製本検査装置

印鑑照合

ロボットビジョン

車載用３次元ビジョン

モーションキャプチャ

チップマウンタ

指紋照合

３次元顔照合

ピクセル分解能の壁を越える画像マッチング技術
青字は実用化技術，赤字は研究開発項目

虹彩照合

ヒューマンインタフェース

ウエハアライナ

ＰＤＰ製造装置

バイオメトリクス
とセキュリティ

レーザースペックル計測

電子顕微鏡オートフォーカス

電子顕微鏡スケール推定

マルチメディアと
コンピュータビジョン 工業用画像認識

画像センシング

生体・医用画像センシング

リモートセンシング

電子顕微鏡ドリフト補正

部品・基板の位置決め
歯科Ｘ線画像
照合

カメラ校正
パラメータ推定

オブジェクトベース映像処理

静脈照合

液晶製造装置

２次元顔照合

手形照合

掌紋照合

マルチモーダル
バイオメトリクス

３次元カメラ

表情・ジェスチャー認識

レンジファインダ

コンピュテーショナルフォトグラフィ

波形解析と
信号処理

暗号モジュールの
サイドチャネル解析

広帯域ＬＳＩテスト

部品の欠陥検査

画像符号化

超解像・画像復元

画像編集・合成

画像データベース検索

プロジェクタカメラシステム

ビデオモザイキング
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位相限定相関法に基づく指紋照合

指紋の特徴点に基づくこれまでの照合方式と比較
して，指紋のかすれや劣化にきわめて強い方式
指紋センサの解像度が低くても照合性能が高い

光学式 感圧式
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位相限定相関法に基づく虹彩照合
世界最高水準の認証性能

きわめて認識精度が高い

非接触での認識が可能

偽造が困難

虹彩パターンは生涯ほと
んど変化しない

虹彩のパターン

認識率 99.9968%
（CASIAデータベース）
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究極のバイオメトリクス
歯科Ｘ線画像による

遺体の個人識別

共同研究者
神奈川歯科大学

小菅栄子，川股亮太
櫻井 孝，鹿島 勇
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コントラスト強調
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概略位置合わせ（回転補正）
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概略位置合わせ（平行移動補正）
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対応点探索
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ひずみ補正
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照合スコア算出（帯域制限位相限定相関関数）

68



0.1163 0.1312 0.1755 0.1786 0.1290 0.1812

0.1337 0.1529 0.1337 0.1567 0.1535 0.1882

0.4203

0.1399 0.1667 0.2209 0.1407 0.1671

0.2097 0.1429

0.1724

0.1011 0.1481 0.1662

0.1529 0.1501 0.1188 0.1454 0.1747 0.1501

0.1999 0.1632 0.1734 0.1697 0.1672 0.1927

0.1501 0.2010 0.1192 0.1142 0.1524

0.1791 0.1807

0.1744

0.1355 0.1365 0.1752

照合実験

データベース
250枚

（1対250枚照合）×250回 合計62,500回照合

入力画像

実際には治療
前後の画像を
用いて実験
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位相限定相関法の応用展開2011.4現在

材料試験装置

運転者支援システム

監視カメラシステム

製本検査装置

印鑑照合

ロボットビジョン

車載用３次元ビジョン

モーションキャプチャ

チップマウンタ

指紋照合

３次元顔照合

ピクセル分解能の壁を越える画像マッチング技術
青字は実用化技術，赤字は研究開発項目

虹彩照合

ヒューマンインタフェース

ウエハアライナ

ＰＤＰ製造装置

バイオメトリクス
とセキュリティ

レーザースペックル計測

電子顕微鏡オートフォーカス

電子顕微鏡スケール推定

マルチメディアと
コンピュータビジョン 工業用画像認識

画像センシング

生体・医用画像センシング

リモートセンシング

電子顕微鏡ドリフト補正

部品・基板の位置決め
歯科Ｘ線画像
照合

カメラ校正
パラメータ推定

オブジェクトベース映像処理

静脈照合

液晶製造装置

２次元顔照合

手形照合

掌紋照合

マルチモーダル
バイオメトリクス

３次元カメラ

表情・ジェスチャー認識

レンジファインダ

コンピュテーショナルフォトグラフィ

波形解析と
信号処理

暗号モジュールの
サイドチャネル解析

広帯域ＬＳＩテスト

部品の欠陥検査

画像符号化

超解像・画像復元

画像編集・合成

画像データベース検索

プロジェクタカメラシステム

ビデオモザイキング
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ボリュームデータの高精度対応付け

従来のような計算量の多い最適化手法は用いずに、
ボリュームデータの直接的な対応付けを行う

３次元位相限定相関法は，ロバストで，かつ，サブボ
クセル精度のボリューム対応付けが可能
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Implemented 
in OsiriX

ＣＴ＋ＭＲＩ＋実写の融合
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Implemented 
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ＣＴ＋ＭＲＩ＋実写の融合
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Implemented 
in OsiriX

ＣＴ＋ＭＲＩ＋実写の融合
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医療データを活用した
法医学的個人識別への応用

歯科Ｘ線
歯科ＣＴ

歯科Ｘ線

歯科ＣＴ

歯科Ｘ線
歯科ＣＴ

医科ＣＴ／ＭＲＩ

医科ＣＴ
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情報技術を活用した歯科的身元確認

歯科情報収集
の問題

技術の問題

ＩＴを活用した
身元確認支援

どのような歯科情報を
どの時点で収集するか？

事後データベース
事前データベース

情報をいかにして迅速に
現場に届け、身元特定

に結びつけるか？

制度設計 技術開発
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歯科医師会コーディネーターの役割

人・組織
協力体制

業務遂行のしくみ
ワークフロー

歯科医師会はネットワーク型の
業務遂行が基本

自衛隊や警察など縦型組織
にみられる命令系統はない

平時より、協力体制構築のた
めの人的ネットワークを維持

人脈・顔の広さ・信頼できる
中核チームの存在が重要

状況に応じたワークフローの実現

ミッションや達成目標は、災害
の種類によらず共通である

しかし、それを達成するための
ワークフローの実現は、具体的
な災害の種類、被災状況、人
的リソース、空間的広がり、時
間経過などによって異なる

置かれた状況・各種外的要因・法制度やルールなど
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歯科医術たるは愛の御業なり 内村鑑三
星野温泉で歯が痛くなり小諸の歯科医院へ行ったときの言葉


